
― 48 ―

◎
平
成
十
九
年
度
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
大
会　

総
会

○
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
（
土
）　

於
埼
玉
大
学

◇
研
究
発
表

①
大
伴
家
持
と
「
惑
」
～
七
一
七
番
歌
を
中
心
に

大
野
ま
ゆ
み
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

②
応
仁
記
蟹
の
歌
の
意
義

井
上　

隼
人
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

③
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
メ
ソ
ッ
ド
」
を
取
り
入
れ
た

指
導
過
程
の
提
案　

清
水　

典
子
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

④
教
育
に
お
け
る
「
楽
し
い
」
の
意
味
の
再
検
討

松
本　

顕
記
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

⑤
教
育
に
お
け
る
観
念
的
二
重
化

森
川　

大
地
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

⑥
言
語
活
動
を
脳
か
ら
の
視
点
で
捉
え
る

―
書
字
活
動
を
中
心
に
―　

秦　
　

大
介
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

⑦
生
涯
に
わ
た
る
読
書
へ
の
契
機
を
つ
く
る
授
業
の
構
築

―
近
現
代
文
学
作
品
と
の
出
会
い
を
中
心
と
し
て
―

江
原　

瑞
貴
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

【
彙
報
】
（
平
成
十
九
年
四
月
～
平
成
二
十
年
三
月
）

⑧
コ
ミ
ッ
ク
誌
に
見
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
変
遷

羽
根
田
沙
樹
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

◇
講
演
会

祭
り
の
構
造
と
継
承

飯
泉　

健
司
（
埼
玉
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

◇
総
会

◎
平
成
十
九
年
度
例
会

○
平
成
二
十
年
二
月
十
六
日
（
土
）　

於
埼
玉
大
学

◇
長
期
研
修
生
研
究
発
表

①
「
生
き
る
」
力
を
育
成
す
る
国
語
科
授
業

―
説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
の
改
善
・
工
夫
―

岡
島　
　

満
（
川
越
市
立
高
階
中
学
校
教
諭
）

②
「
書
く
こ
と
」
の
意
欲
を
高
め
る
国
語
科
指
導

 

越
智　

宏
明

（
さ
い
た
ま
市
立
三
橋
中
学
校
教
諭
）

◇
修
士
論
文
発
表

①
能
力
主
義
教
育
か
ら
の
転
換

―
「
楽
し
い
」
か
ら
考
え
る
「
感
性
主
義
教
育
」
の
構
想
―

松
本　

顕
記
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

②
教
育
実
践
に
向
け
て
の
基
礎
的
理
論
の
研
究

森
川　

大
地
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

③
生
涯
に
わ
た
る
読
書
へ
の
契
機
を
つ
く
る
授
業
の
構
築

―
近
現
代
文
学
作
品
と
の
出
会
い
を
中
心
と
し
て
―

江
原　

瑞
貴
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

④
論
理
的
思
考
力
・
表
現
力
を
高
め
る

「
伝
え
合
う
」
学
習
の
工
夫　
　

―
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
メ
ソ
ッ
ド
」
を
取
り
入
れ
た　

指
導
過
程
の
提
案
―

清
水　

典
子
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

⑤
分
類
に
よ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
研
究

羽
根
田
沙
樹
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

⑥
『
万
葉
集
』
巻
四
・
七
一
七
番
歌
考

大
野
ま
ゆ
み
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

⑦
応
仁
天
皇
婚
姻
伝
承
の
意
義

井
上　

隼
人
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

⑧
脳
科
学
の
知
見
か
ら
国
語
教
育
を
考
え
る

秦　
　

大
介
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

◇
卒
業
研
究
発
表

小
学
校
に
お
け
る
学
習
を
支
え
る
た
め
の

人
間
的
関
わ
り
に
つ
い
て　

池
田　

卓
思
（
埼
玉
大
学
４
年
生
）　
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◇
講
演
会

新
出
土
の
竹
簡
か
ら
見
た
文
字
の
変
遷

大
橋　

修
一
（
埼
玉
大
学
教
育
学
部
教
授
）

◎
平
成
十
九
年
度
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目

○
修
士
論
文
題
目

平
成
十
九
年
度
修
了
生
（
平
成
二
十
年
三
月
修
了
）

能
力
主
義
教
育
か
ら
の
転
換

―
「
楽
し
い
」
か
ら
考
え
る
「
感
性
主
義
教
育
」
の
構
想
―

松
本　

顕
記

教
育
実
践
に
向
け
て
の
基
礎
的
理
論
の
研
究

森
川　

大
地

生
涯
に
わ
た
る
読
書
へ
の
契
機
を
つ
く
る
授
業
の
構
築

―
近
現
代
文
学
作
品
と
の
出
会
い
を
中
心
と
し
て
―

原　
　

瑞
貴

論
理
的
思
考
力
・
表
現
力
を
高
め
る

「
伝
え
合
う
」
学
習
の
工
夫　

　

―
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
メ
ソ
ッ
ド
」
を
取
り
入
れ
た

指
導
過
程
の
提
案
―

清
水　

典
子

分
類
に
よ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
研
究 

羽
根
田
沙
樹

『
万
葉
集
』
巻
四
・
七
一
七
番
歌
考 

大
野
ま
ゆ
み

応
仁
天
皇
婚
姻
伝
承
の
意
義 

井
上　

隼
人

脳
科
学
の
知
見
か
ら
国
語
教
育
を
考
え
る

秦　
　

大
介

○
卒
業
論
文
題
目

平
成
十
九
年
度
卒
業
生
（
平
成
二
十
年
三
月
卒
業
）

お
し
ろ
い
研
究 

青
柳
智
香
子

「
仁
」
の
考
察 

阿
部　
　

樹

『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
研
究 

阿
部　

菜
摘

劇
場
版
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」 

五
十
嵐
綾
子

表
現
力
～
こ
と
ば
・
こ
こ
ろ
・
か
ら
だ
～ 

五
十
嵐　

巧

擬
音
語
の
研
究 

池
尻
野
洋
平

小
学
校
に
お
け
る
学
習
を
支
え
る
た
め
の

人
間
的
関
わ
り
に
つ
い
て　

 

池
田　

卓
思

「
子
供
」
の
漢
字
表
記
用
法
の
研
究 

池
田　
　

悠

三
島
由
紀
夫
研
究
～
『
豊
饒
の
海
』
論
～ 

因
幡　

智
慧

正
史
三
国
志
に
お
け
る
蜀 

井
上　

真
人

『
源
氏
物
語
』
の
舞
楽 

伊
原　

永
恵

専
門
家
ア
ク
セ
ン
ト
現
象
の
今 

岩
田　

直
子

夏
目
漱
石
研
究 
宇
都
宮
翔
子

北
前
船
に
つ
い
て 

大
崎
真
梨
絵

児
童
文
学
作
品
に
登
場
す
る
「
魔
女
」
の
意
味
と
可
能
性

 

大
野　

名
緒

あ
ま
ん
き
み
こ
研
究 

大
水　

瑛
美

シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
の
結
末
に
い
た
る
過
程

 

岡
部　

真
利

山
岡
鉄
舟
の
書
に
つ
い
て 

筬
島　

理
恵

中
国
茶
文
化
の
歴
史
的
考
察 

小
高　

一
樹

上
代
に
み
る
障
害
観 

笠
原　

由
希

『
宮
本
武
蔵
』
に
お
け
る
吉
川
栄
治
の
武
道
観

 

加
藤　

元
気

小
学
生
の
文
法
能
力 

金
子　

祐
子

「
乙
一
」
研
究 

鎌
田　

大
輝

幼
児
の
こ
と
ば
に
文
法
は
あ
る
の
か 

唐
木　

暁
子

古
事
記
婚
姻
譚
の
研
究 

川
相　

尚
実

人
名
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
地
域
差

 

古
河
（
岸
上
）
真
由
美

愛
着
が
孤
独
感
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
一
考
察

 

岸
良　

朝
子

外
来
語
に
つ
い
て 

北
野　
　

仁
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子
ど
も
の
絵
に
お
け
る
絵
の
役
割
と

図
画
工
作
科
教
育
の
在
り
方　

―
国
語
科
教
育
と
の
連
携
を
視
野
に
―

 

楠　

亜
希
子

日
本
書
紀　

保
食
神
の
食
物
起
源
神
話 

小
林　

康
子

『
介
護
入
門
』
研
究 

佐
久
間
雄
一

伊
坂
幸
太
郎
論

―
登
場
人
物
と
状
況
の
格
言
化
の
役
割
に
つ
い
て　

 
渋
谷　

仁
美

「
や
つ
す
」
と
そ
の
関
連
語
彙
の
研
究 

島
倉　

真
澄

『
モ
モ
』
と
今 

竹
前
真
菜
美

五
伴
緒
の
研
究 

内
藤
真
美
子

か
わ
ら
け
投
げ
考 

中
島　

伸
悟

森
鴎
外
研
究

―
『
舞
姫
』
『
半
日
』
に
見
る
愛
の
形
と
女
性
の
姿　

 

仲
島　

留
美

「
ブ
ロ
グ
」
を
も
と
に
し
た
作
文
指
導 

中
村　

福
茂

大
国
主
神
話
研
究 

中
山　

明
俊

デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
愛
さ
れ
る
わ
け 

沼
田　

大
輔

国
木
田
独
歩
研
究 

橋
本　

友
佳

文
法
指
導
に
つ
い
て 

東
出　

萌
奈

古
事
記
に
お
け
る
ス
サ
ノ
オ
観 

堀
口　
　

優

ト
ー
ク
番
組
の
司
会
者
か
ら
学
ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト　

 

宮
内　
　

佑

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
『
ム
ー
ミ
ン
童
話
』
研
究

 

茂
木　

里
恵

小
僧
の
研
究 

山
田
以
津
子

児
童
文
学
と
宮
崎
ア
ニ
メ
の
関
係 

山
谷　

光
平

日
常
生
活
で
使
わ
れ
る

「
ふ
つ
う
」
と
い
う
言
葉
の
含
み
意
味　

 

湯
本
あ
や
佳

韓
非
と
秦
の
始
皇
帝 

渡
邊　

詩
穂

い
ま
子
ど
も
た
ち
に
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
る
か

―
言
葉
の
大
切
さ
に
を
考
え
る
―　

 

名
城
つ
か
さ

国
語
教
育
の
課
題
と
可
能
性 

畠
山　

茂
久

国
語
教
育
論　

―
国
語
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
―

 
松
本　

晃
一

『
論
語
』
の
研
究　

―
も
の
を
教
え
る
孔
子
の
姿
―

 

横
石　

信
子

◎
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
の

紹
介
と
講
評

　

平
成
十
一
年
度
よ
り
、
研
究
・
教
育
の
活
性
化
の
た
め
、

学
生
会
員
の
作
成
し
た
卒
業
論
文
の
中
か
ら
特
に
優
秀
と

認
め
ら
れ
た
も
の
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
第
九
回
に
当
た

る
今
回
は
、
三
点
の
論
文
に
研
究
奨
励
賞
（
賞
状
と
副
賞
）

が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
下
は
、
受
賞
し
た
論
文
の
紹
介
と
講
評
で
す
。

「
小
学
生
の
文
法
能
力
」

金
子　

裕
子

　

本
論
文
は
小
学
校
二
年
生
児
童
の
文
法
能
力
を
調
査
し

た
も
の
で
、
受
身
文
や
使
役
文
な
ど
の
文
変
換
能
力
な
ど

を
中
心
に
、
そ
の
発
達
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
。
こ
う
し

た
調
査
研
究
は
一
九
七
〇
年
代
ご
ろ
に
国
立
国
語
研
究
所

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
言
語
習
得
に
関
す
る
調
査
を
進
展
さ

せ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
現
代
に
お
け
る
実
状
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
と
し
て
意
義
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
村
上　
　

謙
）

「
『
や
つ
す
』
と
そ
の
関
連
語
彙
の
研
究
」

島
倉　

真
澄

　

本
論
文
は
「
や
つ
す
」
と
い
う
語
彙
に
つ
い
て
、
通
時

的
に
そ
の
意
味
と
用
法
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
。

上
代
か
ら
近
代
に
い
た
る
約
一
二
〇
〇
年
間
の
語
史
調
査

で
あ
り
、
文
学
作
品
を
中
心
と
し
た
豊
富
な
資
料
に
基
づ

い
た
十
分
な
調
査
と
精
緻
な
分
析
が
行
わ
れ
て
お
り
、
優

秀
論
文
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

（
村
上　
　

謙
）
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「
小
学
校
に
お
け
る
学
習
を
支
え
る
た
め
の

人
間
的
関
わ
り
に
つ
い
て
」　
　

池
田　

卓
志

　

本
論
文
は
、
小
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導
が
成
立
す
る

た
め
に
は
、
児
童
に
対
す
る
教
師
か
ら
の
人
間
的
な
関
わ

り
が
大
き
く
作
用
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
小
学
校
及
び

幼
稚
園
に
お
け
る
関
わ
り
の
事
例
を
基
に
考
察
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
盲
点
に
な
っ
て
い

た
部
分
に
鋭
く
迫
る
優
秀
な
論
文
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
。
（
な
お
、
池
田
氏
は
、
本
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た
埼

玉
大
学
教
育
学
部
鳳
翔
賞
も
併
せ
て
受
賞
し
た
。
）

（
戸
田　
　

功
）

編 

集 

後 

記

　

埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
叢
第
12
号
を
よ
う
や

く
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
号
で
は
、

学
会
企
画
の
講
演
の
採
録
の
他
、
投
稿
論
文
一

編
、
研
究
ノ
ー
ト
一
編
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
員
諸
氏
に
は
、
今
後
と
も
、
奮
っ

て
ご
投
稿
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
次
号
は
年
度
内
に
発
行
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
Ｔ
）




